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八重原　

歴史の道まっぷ
” 木と 水の館” 八重原公民館から 、 三直の車地蔵まで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 全行程約 4 ㎞の「 歴史の道」 を歩いてみよう 。

1 八重原公民館（ 南子安金井崎遺跡） 公民館建設に先立っ て行っ た発掘調査によっ て、

九十九坊廃寺に関連ある遺構や遺物が見つかり まし た。 遺物の一部は公民館内ホワイ エ

にて展示し てあり ます。 ト イ レ あり ます。

2 九十九坊廃寺趾 ７ 世期末の白鳳時代に建立さ れた寺と 考えら れています。

“九十九坊” と いう のは” たく さ んの坊” と いう 事で、 当時は

多く の建物やお堂が建っ ていたのではないかと 考えら れて

います。 県指定史跡です。

九十九坊廃寺出土の軒丸瓦

「 三重圏文縁四葉単弁蓮華文

軒丸瓦」 と 言います。

（ 読めるかな？）” さ んじ ゅ う けんも んえ ん

よ んよ う たんべんれんげも ん

　 のき ま る がわら ”

3 鐘ヶ 淵　 九十九坊廃寺にあっ た鐘が戦国時代の

兵火でこ こ へ沈んだと 言う 伝説があり ます。

県指定史跡です。

4 内みのわ運動公園　 木々の間を 吹き 抜ける

風がさ わやか。 のど かな雰囲気のなかで、

のんびり ひと 休みする のも 良いかも 。

ト イ レ あり ます。

5 行人塚　 貞享４ 年（ 1687 年）～

明治３ 年（ 1870 年） までの

１ ８ ０ 年間にわたっ て築かれ

た修験者たち のお墓と 伝え

ら れていま す。

神聖な空気が漂いま す。

6 石造仏

7 道祖神裏古墳　 全体の長さ が５ ６ メ ート ルも ある 前方後方墳です。

上空から 見る と 、　 　  （ こ んなカ タ チ） を し ていま す。 こ の巨大な

古人（ いにし えびと ） のお墓は、 ４ 世紀代につく ら れたと 考えら

れています。 同じ 頃につく ら れた前方後方墳と し ては県内最大で、

県指定史跡と なっ ていま す。

現在、 私有地と なっ ていて、 立ち 入り は出来ません。

8 塞神社 ( さ いじ んじ ゃ ）　 見上げる と 三段の石垣がダイ ナミ ッ ク 。

“塞神社” と は “道祖神” のこ と 。 道ゆく 人々を 災いから 守る 神様

を おまつり し ている 神社なのです。 冬から 春にかけて参道脇の

椿が見事に咲き ます。

白旗橋

こ の橋の下を君津・

鴨川線が走っ ています。

旧地名を白幡台と 言い、

白旗を旗印と し た源氏と

の関連がう かがえます。

9 三直城跡

戦国時代の

城跡です。

私有地につき

立ち 入り は

出来ません。

10 石造仏

憤怒の表情が

なぜか愛ら し い

11 三直貝塚　 市内で唯一の

貝塚で、 縄文時代後期の

も のと 考えら れていま す。

12 八雲神社

「 天王様」 と 呼ばれています。

本殿は市指定文化財です。

13 八雲神社参道

苔むし た石垣と 杉木立が

印象的です。

14 石造仏

“車地蔵”

さ んです。

こ のパンフ レッ ト は、 平成 12 年度発行のも のをも と に令和 2 年 10 月末時点の情報で作成し ています。
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『八重原歴史の道まっぷ』ここがポイント!!  

①②八重原公民館（南子安
みなみこやす

金
かね

井崎
い ざ き

遺跡
い せ き

）・九十九坊
くじ ゅうくぼう

廃寺
は い じ

跡
あと

 

八重原公民館から東に約 65 メートルの地点にある九十九坊
くじゅうくぼう

廃寺
は い じ

は、一部が県
けん

指定
し て い

史跡
し せ き

となって

おり、7 世紀の終わり頃（白鳳
はくほう

時代
じ だ い

）に創建
そうけん

された上総国周淮
か ず さ の く に す え

郡
ぐん

の郡寺と考えられる遺跡
い せ き

です。 

これまでの発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

で講堂
こうどう

や塔
とう

、中 門
ちゅうもん

などの建物
たてもの

跡
あと

が見つかっており、西側
にしがわ

に塔
とう

を置く法
ほう

隆寺
りゅうじ

と同じ建物配置（法
ほう

隆寺式
りゅうじしき

伽藍
が ら ん

配置
は い ち

）だったのではないかと言われています。 

下記の絵は、ありし日の九十九坊
くじゅうくぼう

廃寺
は い じ

を描いたものです。（八重原公民館常設展示 作・笹生衛） 

八重原公民館の下に遺跡があった！？ 

八重原公民館建設に先立って行われた、発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

（南子安
みなみこやす

金
かね

井崎
い ざ き

遺跡
い せ き

）でも、九十九坊
くじゅうくぼう

廃寺
は い じ

に関する

遺物
い ぶ つ

や遺構
い こ う

が見つかっています。 

この発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

では、奈良
な ら

・平安
へいあん

時代
じ だ い

の竪穴
たてあな

住 居
じゅうきょ

跡
あと

24 軒・掘
ほっ

立 柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

40 棟以上・土杭 27 基・溝

跡 1 条が検 出
けんしゅつ

されたほか、鍛冶
か じ

工房
こうぼう

跡
あと

のような生

産施設の痕跡
こんせき

や墨書
ぼくしょ

土器
ど き

（絵や文字が墨書
す み が

きされた

土器。）、九十九坊
くじゅうくぼう

廃寺
は い じ

の軒
のき

丸 瓦
まるがわら

「三 重 圏
さんじゅうけん

文
もん

縁
えん

四葉
よんよう

単
たん

弁
べん

蓮華
れ ん げ

文
もん

軒
のき

丸 瓦
まるがわら

」（八重原公民館に常設展示）などが発見されました。 

溝跡は、九十九坊
くじゅうくぼう

廃寺
は い じ

の伽藍
が ら ん

を囲っていた南西側区画溝と見られています。 

 

 

「九十九坊
くじゅうくぼう

」の字名は、この地にたくさんの御堂が並び建っていたという伝説からでたもので、

これらの調査結果から、その一端が垣間見られます。奈良時代から平安時代にかけて、現在の八重

原公民館付近一帯がとてもにぎわっていたことが想像できます。 

お近くをお通りの際には、 古
いにしえ

の風景に想いを馳
は

せてみてはいかがでしょうか。遺物の一部は公

民館内に展示してあります。 

南子安金井崎遺跡空中写真 緑 釉
りょくゆう

陶器
と う き

・墨書
ぼくしょ

土器
ど き

 「三重圏
さんじゅうけん

文
もん

縁
えん

四葉
よんよう

単
たん

弁
べん

蓮華
れ ん げ

文
もん

軒
のき

丸 瓦
まるがわら

」

を含む瓦 

参考⽂献：『南⼦安⾦井崎遺跡―⼋重原公⺠館建設⼯事に伴う埋蔵⽂化財発掘調査報告書―』（平成 8 年 財団
法⼈君津郡市⽂化財センター編集）、『平成 30 年度出⼟遺物公開展⼋重原公⺠館の下に遺跡があった⁉』パン
フレット 
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